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と木と睦雛
吉代、重陵の生産活動

`)来草紹増熊受ィ伊チをとタタ_

甦
る
古
代
の
生
産
活
動

副
王
任
調
査
研
究
員

鶴
間
　
正
昭

確
か
な
技
術
は
、

千
年
の
時
を
超
え
て

も
人
々
を
感
動
さ
せ
る
。

多
摩

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
代
の
生
産

遺
跡
が
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

多
摩
丘
陵
は
森
林
資
源
の
宝
庫
で
す
。

木
は
建
築
材
や
木
製
容
器
の
材
料
と
な
る

ば
か
り
で
は
な
く
、

燃
料
と
し
て
古
代
の

手
工
業
生
産
に
重
要
な
役
目
を
担

っ
て
い

ま
し
た
。

石
炭
や
石
油
な
ど
化
石
燃
料
を

用
い
る
以
前
は
、

燃
料
材
は
森
林
資
源
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
す
。

ま
た
、

丘
陵
か
ら
は
窯
業
生
産
に
不
可

欠
な
良
質
の
粘
上
が
採
取
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
丘
陵
は
、

手
工
業
生
産
に
必
要

な
条
件
が
揃

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

丘
陵
が
古
代
の
工
業
地
帯
だ
っ
た
の
で
す
。

奈
良

・
平
安
時
代
に
は
、

多
摩
川
の
対

岸
に
武
蔵
国
の
政
治

・
経
済

。
文
化
の
中

心
で
あ
る
国
府

。
国
分
寺
が
造
営
さ
れ
て

き
ま
す
。

律
令
体
制
の
下
、

最
新
の
技
術

が
導
入
さ
れ
、

丘
陵
の
豊
か
な
資
源
を
活

用
し
、

様
々
な
生
産
活
動
が
展
開
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
度
の
展
示
は
、

古
代
の
生
産
活
動

の
遺
し
た
遺
跡
を
取
り
上
げ
、

窯
業
生
産
、

木
工
生
産
、

鉄
生
産
な
ど
手
工
業
生
産
の

実
態
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

古
代
の
技
術

の
粋
を
、

と
く
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成11年度の展示 「古代、丘陵の生産活動」をご覧ください
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大
河
ド
ラ
マ
の

『元
禄
練
乱
』
が
現
在

放
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

赤
穂
浪
士
の
討

ち
入
り
ほ
ど
人
々
に
知
れ
渡

っ
て
い
る
事

件
も
少
な
い
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、

文
献

な
ど
の
記
録
か
ら
し
か
知
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、

当
時
の
人
た
ち
は
、

様
々
な

形
で
こ
の
事
件
に
つ
い
て
目
に
し
た
り
耳

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。

で
は
、

汐
留
に
大
名
屋
敷
を
構
え
て
い

た
三
藩
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

龍
野
藩
脇
坂
家
は
こ
れ
よ
り
以
前
に
赤

穂
城
の
城
受
け
取
り
役
と
い
う
形
で
、

赤

穂
藩
と
深
い
関
わ
り
合
い
を
持

っ
て
い
ま

す
し
、

三
藩
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

屋

敷
の
表
門
の
前
を
討
ち
入
り
を
果
た
し
て

泉
岳
寺
に
向
か
う
浪
士
の

一
行
が
、

通
り

過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
達

の
屋
敷
の
前
を
歩
い
て
い
く
浪
士
た
ち
を

藩
士
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
見
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
事
件
を
間
近
で

ふ
れ
て
い
た
汐
留
の
大
名
屋
敷
で
す
が
、

一
方
で
、

屋
敷
内
で
は
、

様
々
な
営
み
が

積
み
重
ね
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
中
に
は
、

文

献
に
は
残

っ
て
い
な
い
よ
う
な
細
か
な
日
々

の
生
活
風
景
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
内
の
調
査
で
は
、

こ
れ
ら
を
伺
う
こ

と
が
で
き
る
様
々
な
遺
構
や
遺
物
が
出
土

し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
成
果
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、

大
名
屋
敷
の
様
子
を
の
ぞ
い
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、

敷
地
の
広
さ
で
す
が
、

幕
末
時

の
様
子
を
記
し
た
記
録
に
よ
る
と
、

龍
野

藩
脇
坂
家
が
八
千
二
百
五
十
五
坪

（２
７

２
４
０
ポ
）
、

仙
台
藩
伊
達
家
が
二
万
五

千
人
百
十
九
坪

（
８
５
２
０
２
ポ
）
、

会

津
藩
保
科
家
が
二
万
九
千
四
百
九
十
坪

（９
７
３
１
７
ポ
）
と
な

っ
て
お
り
、

か

な
り
広
大
な
敷
地
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

敷
地
の
中
に
は
、

御
殿

・
長
屋

・
庭
園

な
ど
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

御
殿
は
表

向
と
奥
向
に
分
か
れ
て
お
り
、

前
者
は
さ

ら
に
表
と
中
奥
に
分
か
れ
ま
す
。

表
は
役

所
的
な
機
能
を
持

つ
場
で
、

中
奥
は
、

主

人
の
日
常
生
活
を
営
む
空
間
、

奥
向
は
夫

人
の
生
活
空
間
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

長

屋
は

一
般
藩
士
の
居
住
の
場
で
、

広
大
な

庭
園
は
接
客
や
憩
い
の
場
と
し
て
使
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

庭
園
跡
か
ら
は
屋
敷
の
広
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
規
模
の
池
跡
が
、

調
査

で
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
大
な
池

跡
は
、

脇
坂
家
と
伊
達
家
か
ら
出
上
し
て

お
り
、

脇
坂
家
の
も
の
は
東
西
７０
ｍ
、

南

北
２０
ｍ
程
あ
り
ま
す
。

伊
達
家
の
場
合
は
、

東
西
が
９０
ｍ
、

南

北
が
３５
ｍ
程
あ
る
大
池
と
東
西
が
２‐
ｍ
、

南
北
が
２６
ｍ
程
あ
る
小
池
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、

大
池
が
表
向
に
面
す
る
も
の
で
、

小
池
が
奥
向
に
面
す
る
池
に
相
当
す
る
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
池
跡
は
護
岸
を
造

り
直
し
た
跡
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

池
の
規
模
や
形
は
、

何
度
か
造
り
変
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
遺
跡
の
中
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に

読
み
と
れ
る
例
は
少
な
い
の
で
す
が
、

汐

留
の
大
名
屋

致
跡
か
ら
は
、

火
事
や
地
震

な
ど
に
よ
る

災
害
の
跡

・

建
物
の
配
置
・

ゴ
ミ
穴
に
捨

て
ら
れ
た
多

種
多
様
の
器

や
食
べ
か
す

な
ど
、

当
時

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
偲
ば
せ
る
発
見
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、

浪
士
た
ち
が
左
手
に
見
て
い
た
大
名

屋
敷
の
塀
の
中
の
様
子
を
、

近
い
将
来
、

少
し
ず
つ
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

　

　

　

（西
澤
　
明
）
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汐
留
遺
跡
現
地
説
明
会

時
　
７
月
３
日

（土
）

・２

時

～

１５

時

合
　
汐
留
遺
跡
現
地
説
明
会
場

所
　
ＪＲ
新
橋
駅
汐
留
口
下
車

徒
歩
５
分

（新
橋
駅
前
に
案
内
あ
り
）

問
合
せ
　
埋
文
セ
ン
タ
ー

汐
留
分
室

阻
０３
（３
５
７
１
）６
５
９
２

場 集
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上
屋
敷

二
つ
の
御
門

尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
は
、

表
門
付
近

の
調
査
を
先
頃
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

表
門
の
概
略
は
す
で
に

（大
江
戸
掘
り

も
の
帖
九
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

屋
敷
絵
図
面
と
調
査
成
果
を
踏
ま
え
て
、

再
度
検
証
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

陸
上
自
衛
隊
市
ケ
谷
駐
屯
地
正
門
付
近

の
発
掘
調
査
で
は
、

表
門
の
西
側
を
構
成

す
る
建
物
の
北
側
部
分
の
礎
石
列
が
検
出

さ
れ
、

文
政
期
以
降
の
絵
図

に
則
し
た
規
模
を
確
認
で
き

ま
し
た
が
、

建
物
の
南
側
部

分
の
礎
石
は
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

ま
た
、

表
門
の
建
物
に
は
、

平
行
し
て
異
種
石
材
の
混
在

し
た
石
組
満
が
検
出
さ
れ
、

表
階
段
の
脇
か
ら
表
門
の
建

物
を
挟
ん
だ
石
垣
ま
で
は
柱

穴
群
が
、

並
列
し
て
見

つ
か

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
石
垣
は
後
に
何
度

か
造
り
替
え
ら
れ
、

塀
は
控
え
柱
を
持

っ

て
い
た
構
造
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

礎
石
列

を
除
去
し
た
下
か
ら
は
大
型
の
柱
穴
列
が

発
見
さ
れ
、

二
時
期
の
重
複
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

こ
の
西
側
か
ら
は
桶
枠
を
埋

設
し
た
ト
イ
レ
の
穴
が
３
基
な
ら
ん
で
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

寛
文
、

一死
禄
、

文
政
期
頃
の
絵
図
面
の

「表
門
建
物
と
付

属
す
る
３
連
の
ト
イ
レ
」
と
ほ
ぼ

一
致
し

て
お
り
、

大
形
の
柱
穴
列
は
こ
れ
ら
の
時

期
の
表
門
建
物
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

寛
文
頃
の
絵
図
面
で
は
、

建
物
南
面

に
沿

っ
た
石
垣
が
設
置
さ
れ
、

土
台
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
、

「
城
門
」

の
よ
う
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

表
門
を
通
り
坂
道
を
上
る
と
中
門
が
控

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
場
所
は
す

で
に
削
平
を
受
け
て
お
り
、

中
門
を
構
成

す
る
礎
石
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

建
物
の
北
側
に
平
行
す
る
と

考
え
ら
れ
る
石
組
溝
や
土
留
め
遺
構
の
検

出
か
ら
、

建
物
の
存
在
と
お
お
よ
そ
の
位

置
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
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中
門
は

「鍮
石
門
」
（中
雀
門
に
同
じ
）

と
絵
図
面
上
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
鍮
石
門

と
は

「中
雀
門
は
、

尾
張
、

紀
伊
、

水
戸
、

薩
州
、

仙
台
、

福
岡
、

芸
州
、

長
州
、

彦
根
、

因
州
等
前
々
よ
り
建
て
来
り
た
る
家
に
限

り
こ
れ
を
作
る
。

（中
略
）

ま
た
中
雀

門
あ
る
家
に
は
表
門
う
ち
幕
番
所
を
設
く
。

加
州
、

高
松
等
は
中
雀
門
な
く
し
て
幕
番

所
の
み
を
設
く
る
家
格
な
り
。

」
と

『徳

川
最
世
録
』
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
”

し
た
が
つ
て
、

こ
の
中
雀
門
は
高
い
格

式
に
ね
ざ
し
た
門
で
あ
る
事
が
判
る
と
同

時
に
、

御
成
り
門
の
他
に
中
雀
門
を
有
し

た
二
重
構
造
は
、

尾
張
藩
上
屋
敷
の
他
に

も
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（田
中
純
男
）

大江戸掘りもの帖 ～十三～

文化財講座|〈36〉

鍮石門付近 (南から)

赤
色
顔
料
に
つ
い
て

ω

前
回
ま
で
は
赤
色
顔
料
の
母
材
を
中
心

に
、

酸
化
鉄
や
水
銀
朱
の
例
を
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、

今
回
は
、

土
製
品
資
料
に
み

ら
れ
る
赤
色
物
質
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象
資
料
は
、

平
成
６
年
に
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
陥
７２
遺
跡
で
出
土
し
た
仮
面
状
土

製
品
で
す
。
こ
の
資
料
に
は
、

鼻
の
穴

・

眉
や
日
尻
の
窪
ん
だ
部
分
に
残
存
し
た
微

量
の
赤
色
物
質
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
顔
料
を
分
析
し
て
み

幸
ｒ
し
ょ

つヽ
。

実
体
顕
微
鏡
下
で
微
量
な
試
料
を
採
取

し
、

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
散
装
置
で
分
析
を
し
た
と
こ
ろ
、

酸
化

鉄
の
う
ち
、

パ
イ
プ
状
物
質
で
構
成
さ
れ

る
ベ
ン
ガ
ラ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

当
時
の
縄
文
人
に
と
っ

て
貴
重
な
土
製
品
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（上
條
朝
宏
）

仮面状土製品 (1/2)

赤色顔料のX線 スペクトル
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今
年
も
、
５
月
の
連
休
に
恒
例
の
縄
文

土
器
の
野
焼
き
が
、

予
定
通
り
３
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
小
の
上
器
や
、

土
偶
、

土
面
な
ど
４０

点
あ
ま
り
、

無
事
焼
き
あ
が
り
ま
し
た
。

土
器
で
作

っ
た
豚
汁
な
ど
も
好
評
で
し
た
。

見
学
者
は
、
１
２
０
名
程
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
４
名
に
内
定
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。

雪
田
隆
子

　

「縄
文
時
代

の
上
器
生
産

と
物
流
の
基
礎
的
研
究
」

比
田
井
民
子

　

「旧
石
器
時
代
に
お
け

る
在
地
系
石
材
、

非
在
地
系
石
材
の
消
費

構
造
に
つ
い
て
」

山
口
慶

一
　

「近
世
に
お
け
る
江
戸
市

街

・
周
辺
地
域

へ
の
高
麗
瓦
の
伝
播
と
桟

瓦
宇
面
文
様
の
変
遷
」

伊
藤
　
健

　

「後
期
旧
石
器
時
代
の
遺

跡
の
立
地

・
形
成
の
地
形
学

・
考
古
学
的

研
究
」

４
月
よ
り
、

新
規
分
室
の
開
設
が
続
き

ま
し
た
。

固
冊
用
圏
］
安
孫
子
昭
二
係
長
、

竹
尾
進
、

小
松
員
名

（圏
央
道
関
連
）

□
冊
関
倒
曰

千
葉
基
次
係
長
、

栗
城
譲

一
、

大
西
雅
也

（都
道
関
連
）

圃
冊
関
倒
曰

岡
崎
完
樹
係
長
、

小
薬

一
夫
、

武
笠
多
恵
子
、

西
山
博
章

（公
団
住
宅
）

蘭
掛
開
日
冊
例
岡
附
目
］
鶴
間
正
昭
、

竹

花
宏
之

（都
道
関
連
）

４
月
の
定
期
異
動
で

中
村
　
渉

（庶
務
係
長
）、
小
林
重
義

（調
査
研
究
部
係
長
）
が
転
出
し
、

国
谷

和
功

（調
査
セ
ン
タ
ー
係
長
）、
和
田
吉

司

（都
嘱
託
員
）
が
退
職
し
ま
し
た
。

後
任
に
次
の
方
々
が
、

着
任
し
ま
し
た
。

中
内
英
樹

（庶
務
係
長
）、
西
原

一
美

（調
査
セ
ン
タ
ー
係
長
）、
岡
崎
完
樹

（調

査
研
究
部
係
長
）、
佐
久
間
静
子

（都
嘱

託
員
）。

ま
た
、
６
月
１６
日
付
け
で
、

沼
田
貴
弘

（総
務
課
長
）
が
転
出
し
、

桐
山
靖
彦
が

後
任
で
着
任
し
ま
し
た
。
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日  時 行 事  名 内       容

5/3(月 )10:00～ 14:00 縄 文土器の野焼き 縄 文土器の焼成作業の実演 (見学自由)

雑穀の種まき   庭 園内の畑地にアワ。キビ・ソバ等を作付け

6/12(土)13:30～ 16!00 映 画会      「 木と上の王国」「縄文うるしの世界」

6/26(土)13i30～ 16:00 映 画会      「 沙流川シシリムカのほとりで」

13i30～ 16:00 第 1回講演会 演題 「土 土 器の原料一時代で変わる粘土の掘り方一」

講師 及 川良彦 (都埋文センター副主任調査研究員)

(水)

8/19(木)

8/20(金)

9/11(土)

3 0～16

30～ 16

30～16:

３０

３０

００

縄文土器作り教室 詳細は 「広報東京都」等に掲載の予定

応募者多数の場合は抽選になります

9/4(土 )13:30～ 16:00 第 2回 講演会   演 題 「炎 馬 の絵のある窯」

講師 松 原典明 (都内遺跡調査会瓦谷戸窯跡群発掘調査団)

10/2(土 )13:30～ 16:00 第 3回講演会   演 題 「炎 古 代の焼き物一むさしの国の須恵器生産を中心として一」

講師 渡 辺 一 (埼玉県鳩山町教育委員会)

11/13(上)13:30～ 16100 第 4回 講演会   演 題 「鉄 古 代の製鉄と鍛冶」

講師 寺 島文隆 (働福島県文化センター)

1/19(水 )13:30～ 16:00 第 5回 講演会 演題 「馬 古 代の牧場一馬を飼い馬具を作った時代一」

講師 松 崎元樹 (都埋文センター副主任調査研究員)

2/9(水 )13:30～ 16:00 第 6回講演会   演 題 「木 古 代の本器生産」

講師 竹 花宏之 (都埋文センター副主任調査研究員)

*講演会の会場は、東京都埋蔵文化財センター会議室です。

*講演会 ・映画鑑賞会は、参加費が無料です。

*講演会への参加は、当日、会場で受付します。

*現 地説明会は、都広報等でお知らせします。
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